





















ど い あけ み
理学博士
第 1 6 1 3 号
日目不日 44 if 3 月 28 日
理学研究科生物化学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当














よって生成するものと考えられていた。ところが1961--1964年， L. F. Leloir らによってヌクレオチ











ら Q-酵素を抽出し， その精製にポリアクリ JレアミドゲJレによる電気泳動を導入し， アミラーゼ類の
完全な除去に成功した。
そこでこの精製両酵素の 2 酵素系にジャガイモのアミロペクチンをプライマーとし， 基質 ADPG
を加えると急速なデンプン鎖の伸張と枝分れが起り，通常のアミロペクチンよりも蓬かに巨大なアミ
ロペクチンが試験管内で合成されることを実証した。
以上土井さんの仕事はホウレンソウの葉から， ADPG を基質としデンプンの α-1. 4 結合を促進す
る酵素を抽出し，これを高度に精製し， その性質を明かにすると共に，精製 Q-酵素との共同作用に
よって試験管内で巨大なアミロペクチン分子を生成させ，植物体内でのデンプン生合成機構の解明に
寄与したもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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